
1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

2  課題の詳細

北九州市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

本市では点検時にモバイル端末を活用し、点検記録のデータ化を行うとともに、故障・修繕情報、

台帳情報などを一元管理するシステムを構築中です。しかし、データ化した維持管理情報からの劣

化診断や効果的な修繕・更新計画の立案など具体的な活用方法については現在検討中です。

維持管理情報を収集し、これらの情報を基に膨大なプラント設備の修繕・更新計画を策定するには

多大な労力を要します。維持管理情報を一元管理するシステム内に、計画策定を自動化又は補助する

ような機能があれば、業務の効率化に繋がります。

収集した維持管理情報から、自動的に最適な修繕・更新計画が策定できるようなツール

計画策定業務

作業頻度： ２回／年、作業時間：約2０時間／回、作業人数：１３

北３ 点検結果からの劣化予測 求める技術︓ ①


